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（ここに紹介する相談事例は一つの参考例です。同じような商品・サービスに関するトラブルで


あっても，個々の契約等の状況などが異なれば，解決内容も違ってきます。）





相談ファイル











≪相談内容≫


　引っ越しをするため，業者に見積もりを頼んだ。安かったのでその場で契約すると，梱包用の段ボールを置いて帰った。その後，参考のため，別の業者に見積もりを依頼すると，最初の業者より安く，掃除もしてくれるというので，契約する旨を伝えると，「段ボールはうちから送り返します」と持って帰った。最初の業者にはキャンセルの電話をしたが，２，３日して電話があり，「なぜ段ボールを送り返してきたのか，キャンセル料を請求する」と言われた。「しかし，契約書には，前日か当日のキャンセルでなければ違約金はかからないと書いてある」と答えると，「書いているだけで，実際には請求する」と言われた。どうしたらよいか。（３０歳代　男性）





引っ越しサービスをめぐるトラブルに注意！








≪アドバイス≫


　標準引越運送約款によると，荷送人（客）側の原因で解約や延期となった場合，事業者は，前日だと見積書に記載した運賃の１０％以内，当日だと２０％以内の手数料を請求できることになっています。このケースでは，２日以上前にキャンセルの電話をし，段ボールも返しているので，手数料や違約金は負担しなくていいと考えられること，もし請求があれば再度相談するよう助言しました。


進学や就職等に伴い，毎年３月から５月は引っ越しサービスに関する相談が多く寄せられます。引越業者を選ぶ際は，複数の業者から見積もりを取り，作業員数や補償等，価格以外の条件についてもよく検討することが大切です。


契約時には，見積書を受け取るとともに必ず約款を確認し，疑問点があれば事業者に聞きましょう。また，梱包用の段ボールの返送料等をめぐり，トラブルになることがあります。契約先が確定する前には受け取らないようにしましょう。


引越荷物の紛失や損傷があっても，標準約款では，引き渡しから３か月経過すると事業者は免責となりますので，速やかに連絡する必要があります。引っ越しが完了したら，すぐに荷物の状態等を確認しましょう。困った時は，最寄りの消費生活センター等にご相談ください。





生活情報ファイル





インターネットを安全に利用し，楽しむための７か条








インターネットの普及により，暮らしが便利になる一方で，偽サイトやフィッシング，アカウントのなりすましなど，様々な消費者被害が発生しています。「インターネットを安全に利用し，楽しむための７か条（消費者庁）」を実践し，インターネットの利用に注意してください。


① ＯＳやソフトウェアは最新のバージョンにアップデートする。


② パソコンやスマートフォンにウイルス対策ソフトをインストールする。


③ パスワードは推測しにくいものとし，他人に絶対教えない。


④ 複数のサイトで同一のパスワードを使い回さない。


⑤ カード情報等を入力の際は，URLが「https://」で始まるサイトであることを確認する。


⑥ 差出人に心当たりのない電子メールに添付されたファイルを開いたり，URLをクリックしたりしない。


⑦ 一部の利用を制限する設定・サービスをうまく活用する。


（例： フィルタリング，国際電話発信規制サービス，外出先からの接続制限等）





試してみよう，消費者力！第１２回（平成２８年度）














１　結露は，住居の気密性が増したことで発生しやすくなった。


２　結露を防止するには，家具はできるだけ壁に密着させて配置する。


３　外壁の内部結露を防止するには，防湿層を断熱材の室外側に設けるとよい。


４　窓ガラスに発生する結露を防止するには，厚手のカーテンを天井から床まで吊るす。





Ｑ　住居内で発生する結露について述べた文のうち，適切なものを選びなさい。





【第11回消費者力検定（平成26年度実施）応用コースから】








くらしのまめちしき





電力の小売全面自由化が始まります！





2016年4月1日から，電力の小売全面自由化が始まります。これまで，電力の契約は地域ごとの事業者との契約でしたが，自由化により複数の様々な業種や業態の事業者の中から消費者が契約先を選択することが可能となります。一方で，全国の消費生活センターには，電力の契約の勧誘に関する相談が寄せられています。




















★消費者自ら電力の小売自由化に関する情報を収集し，「料金が必ず安くなる」といった勧誘トークに気をつけましょう。小売電気事業者は登録制になっていますので，経済産業大臣の登録を受けた事業者か確認しましょう。


★「料金が安くなる」「ポイントで還元される」などと勧誘された際には，どのような条件で安くなるのか，電力以外の商品やサービス契約とのセット料金や値引きになっていないか，契約期間が長期なものになっていないか，解約時に違約金が発生しないかなど，よく確認しましょう。


【お問い合わせ先】


電力小売自由化の制度や事業者が登録しているか等…経済産業省専用ダイヤル0570-028-555


小売契約の締結に当たってのトラブル…………電力取引監視等委員会相談窓口03-3501-5725





【事例】昨日，知らない電力会社Ａを名乗る人物から電話があった。「電力の自由化に伴い，電力会社Ａと契約すれば電気を安く提供できる」と言う。「数日後に訪問するので話を聞いてほしい」と言われて了承したが，自宅に上がり込んで設備を確認するとのことだったので，電話を切った後で不安になった。電力会社Ａの名前は初めて聞いたが信用できるだろうか。会社の電話番号を聞き忘れたので連絡が取れない。








「試してみよう，消費者力！第１２回」解答と解説⇒空気中に含まれる水蒸気の量は，湿度が高いほど多くなり，暖かい空気が冷たいものに触れて温度が下がると，空気中に含みきれなくなった水蒸気が水に変化して結露となる。結露による水分はカビやダニの原因になる。結露を防止するには，水蒸気の発生を抑え，部屋の通風，換気を心掛ける必要がある。家具は壁との間に隙間ができるように配置して風通しをよくする。壁の内部結露を防止するには，断熱材の防湿層を室内側に設ける。窓ガラスの結露を防止するために厚手のカーテンを吊るすと，窓ガラスに接した空気が冷やされ，空気中の水蒸気が結露となる。室内の温度を不快にならない程度に外気温に近づけ，温度差が大きくならないようにすることも大切である。（正解―１）
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